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朔
太
郎
と
詩
人
群
像

キ
リ
ス
ト
教
と
前
橋

萩
原
朔
太
郎
研
究
会
幹
事
・
石
山
幸
弘
さ
ん

キ
リ
ス
ト
教
研
究
者
・
藤
岡
一
雄
さ
ん

　前橋市の歴史文化遺産を
活用した地域づくりの担い手
となる「前橋学市民学芸員 」
養成講座（第１期 ）を11月ま
で開催中。このコーナーでは、
すでに開催された講座内容の
一部を紹介します。第２期は
来年１月に開講予定。詳細は
決まり次第お知らせします。

問い合わせは
文化国際課  ☎027-898-6992

　
萩
原
朔
太
郎
は
明
治
19
年
、
北
曲
輪
町

（
現
在
の
千
代
田
町
二
丁
目
）
で
出
生
。
明

治
期
は
短
歌
、大
正
か
ら
詩
に
軸
足
を
移
し
、

口
語
自
由
詩
と
い
う
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を

確
立
し
ま
し
た
。
学
生
時
代
か
ら
学
業
や
人

生
な
ど
の
悩
み
を
抱
え
、
ど
う
生
き
て
い
け

ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
、
悲

痛
な
日
記
を
記
す
ほ
ど
で
し
た
。
金
沢
市
出

身
の
詩
人
、
室む

ろ
う
さ
い
せ
い

生
犀
星
と
出
会
っ
た
の
は
、

こ
の
よ
う
に
朔
太
郎
が
悩
ん
で
い
る
時
期
。

　
新
島
襄
、
内
村
鑑
三
の
二
大
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
を
輩
出
し
た
群
馬
は
明
治
以
来
、
地
方
と

し
て
は
、
ま
れ
な
キ
リ
ス
ト
教
県
と
称
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
前
橋
は
キ
リ
ス
ト
教
諸
教

派
に
よ
る
群
馬
伝
道
の
中
心
拠
点
で
あ
り
、

そ
の
普
及
は
製
糸
業
と
密
接
に
関
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
明
治
３
年
、
前
橋
藩
小
参
事
・

二
人
は
と
も
に
北
原
白
秋
主
宰
の
雑
誌

「
朱
欒
（
ザ
ム
ボ
ア
）」
で
詩
を
発
表
し
て
い

ま
し
た
。
大
正
３
年
２
月
14
日
、
犀
星
は
朔

太
郎
に
会
い
に
前
橋
へ
（
二
人
が
出
会
っ

て
こ
と
し
が
ち
ょ
う
ど
１
０
０
周
年
）。
朔

太
郎
は
犀
星
の
作
品
か
ら
、犀
星
に
つ
い
て
、

非
常
に
繊
細
な
神
経
を
持
っ
た
美
少
年
を

想
像
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
会
っ
て

「
非
常
に
粗
野
で
荒
々
し
い
」
と
い
う
印
象

を
持
ち
ま
し
た
。
朔
太
郎
は
犀
星
を
利
根
川

河
畔
の
旅
館
、
一
明
館
に
案
内
。
一
カ
月
近

く
の
滞
在
期
間
中
、
毎
日
犀
星
を
訪
ね
て
二

人
で
会
話
を
重
ね
ま
し
た
。
犀
星
に
つ
い
て

第
一
印
象
は
悪
か
っ
た
が
、
次
第
に
「
非
常

に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
神
経
と
感
受
性
を
持
っ

た
人
間
」
と
い
う
印
象
に
変
わ
り
、
親
交
を

深
め
ま
し
た
。そ
の
後
二
人
は
「
卓
上
噴
水
」

（
大
正
４
年
３
月
）、「
感
情
」（
同
５
年
６
月
）

な
ど
を
創
刊
し
ま
し
た
。

深ふ
か
さ
わ
ゆ
う
ぞ
う

沢
雄
象
は
、
速は

や
み
け
ん
そ
う

水
堅
曹
と
共
に
ス
イ
ス
人

技
師
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
指
導
に
よ
り
、
日
本
最

初
の
器
械
製
糸
所
・
藩
営
前
橋
製
糸
所
を

細
ケ
沢
町
（
現
在
の
住
吉
町
一
丁
目
）
に
設

置
し
ま
し
た
。
こ
の
製
糸
所
は
間
も
な
く
岩

神
町
へ
移
転
し
、
そ
の
後
大
渡
製
糸
所
と
改

称
さ
れ
ま
し
た
が
、
所
内
に
は
キ
リ
ス
ト
教

伝
道
所
が
あ
り
、
普
及
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
研
業
社
（
明
治
８
年
）、

精
糸
原
社
（
同
11
年
）を
起
こ
し
ま
し
た
が
、

そ
こ
で
も
伝
道
所
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
深
沢
は
熱
心
な
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
徒

で
あ
り
、
親
族
や
製
糸
工
女
な
ど
に
洗
礼
を

受
け
る
こ
と
を
薦
め
て
い
ま
し
た
。
深
沢
は

前
橋
市
に
キ
リ
ス
ト
教
を
普
及
さ
せ
た
人

物
と
い
え
ま
す
。

Q.楫取素彦と文（美和子）はどうして結婚し   
　 たの？
A.楫取素彦が群馬県令として活躍していた明
治14年１月、楫取の妻で、文の姉・寿

ひさ

が亡く
なりました。当時は、県令ほど身分の高い地位
にある人が独身ということは、ありえなかっ
たため、楫取にとって再婚は当然だったと考
えられます。ところが、文は、楫取との結婚を
最初は拒んでいたようです。それは、兄・松蔭
から「女の再婚は許さない」と教えられてい
たことが原因だったと考えられています。し
かし、母・滝の説得で楫取と再婚をしたので
す。正式な入籍は、明治16年５月３日ですが、
明治14年の末には、すでに前橋で楫取と生活
を始めていたようです。名県令・楫取の妻と
なった文は、懸命に夫を支え続けるのです。

あなたの疑問に答えます！

「花燃ゆ」放映決定記念企
画

朔太郎と犀星の関わりを語る
石山さん

精糸原社跡地付近にある前橋ハリ
ストス正教会（千代田町一丁目）

　平成27年ＮＨＫ大河ドラマ「花燃ゆ」は、
吉田松陰の妹で、初代群馬県令・楫

かとりもとひこ

取素彦の
妻となる文

ふみ

が主人公です。このコーナーでは、
「花燃ゆ」に関する皆さんの疑問に答えます。

　
県
道
前
橋
・
赤
城
線
を
舞
台
に
、「
ま
え
ば

し
赤
城
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
大
会
」
を
開
催
。

全
長
20
・
８
㌔
㍍
、
標
高
差
１
，
３
１
３
㍍

の
全
国
で
も
屈
指
の
コ
ー
ス
に
全
国
各
地

の
ヒ
ル
ク
ラ
イ
マ
ー
が
挑
戦
し
ま
す
。
沿
道

か
ら
、
熱
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
＝
９
月
28
日
㈰
午
前
６
時
30
分
～
11

時
30
分

■ 

交
通
規
制

　
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
大
会
当
日
は
、
左
図
の
と

お
り
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

道
路
へ
の
応
援
落
書
き
は
や
め
て

　
道
路
へ
の
落
書
き
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
道
路
へ
の
チ
ー
ム
名
な
ど
の
ペ

イ
ン
ト
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
大
会
前
日
は
、
全
国
的
に

珍
し
い
都
市
部
で
の
シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
大
会

を
開
催
。
不
整
地
の
コ
ー
ス
を
オ
フ
ロ
ー
ド

自
転
車
が
柵
や
階
段
な
ど
の
障
害
物
を
乗

り
越
え
ま
す
。
選
手
た
ち
を
間
近
で
応
援
で

き
、
見
ご
た
え
が
あ
る
レ
ー
ス
で
す
。

日
時
＝
９
月
27
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後
２

時
30
分

会
場
＝
ヤ
マ
ダ
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋
北

側
特
設
会
場
（
利
根
川
河
川
敷
）

■ 

大
会
前
日
は
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が
ろ
う

　
ヤ
マ
ダ
グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム
前
橋
で
「
サ

イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
」
を
開
催
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
自
転
車
教

室
な
ど
自
転
車
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
。
詳
し
く
は
、
同
イ
ベ
ン
ト
公
式
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.
facebook.com

/m
aebashi.cyclefesta

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
９
月
27
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
４
時

サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
熱
い
声
援
を

問
い
合
わ
せ
は
　
ス
ポ
ー
ツ
課　
☎
０
２
７

−

８
９
８

−

５
８
３
４
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N

（上武道路）
上
武
上
細
井

県
道
前
橋
・
赤
城
線

上
武
小
神
明

上
武
鳥
取

上武上細井交差点から上武鳥取交差点までは
6:30～8:30は交通規制
（ただし、最後尾車両が通過しだい規制解除）

側道の交通規制は9:00～12:30

道の駅
ぐりーんふらわー牧場・

大胡

道の駅
赤城の恵

道の駅ふじみ

小神明町

富士見町小暮 嶺公園

金丸町

鳥取町

市之関町

柏倉町

赤城
大沼

富士見町
赤城山

青柳町

若宮町

県立赤城
ふれあいの森

県前橋合同庁舎・市立前橋高

赤城山総合観光案内所

GOAL

県
道
前
橋
・
赤
城
線

6:30～9:00は交通規制
（ただし、最後尾車両が通過しだい規制解除）

6:30～8:40は交通規制

第２南面

（ただし、最後尾車両が通過しだい規制解除）

7:00～11:30は全面交通規制

下細井

上細井

若宮４丁目

畜産試験場

34

151

101

沼尻バス停
（沼尻厚生団地入口）

START

自
転
車
オ
フ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

「
ま
え
ば
し
シ
ク
ロ
」
開
催

ヒルクライム
交通規制図
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